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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はMAGEA遺伝子ファミリーのメンバーです。このファミリーのメンバーは、互いに50～80%の配列相同性を持つタンパク質をコードしています。MAGEA遺伝子のプロモーターと最初のエクソンには大きな変異が見られ、この遺伝子ファミリーの存在によって、異なる転写制御下で同一の機能が発現していることが示唆されています。MAGEA遺伝子は染色体Xq28にクラスター化しています。これらの遺伝子は、先天性角化異常症などのいくつかの遺伝性疾患に関与していることが示唆されています。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：不明ですが、胚発生や腫瘍の形質転換、あるいは腫瘍進行の側面において役割を果たしている可能性があります。自己細胞傷害性Tリンパ球によってメラノーマ上で認識される抗原。,類似性：1つのMAGEドメインを含む。,組織特異性：メラノーマ、頭頸部扁平上皮癌、肺癌、乳癌など、様々な腫瘍で発現するが、精巣を除く正常組織では発現しない。腎腫瘍、白血病、リンパ腫では発現しない。,
	研究分野
	腫瘍免疫学; 腫瘍関連抗原; がん; 腫瘍バイオマーカー; 腫瘍抗原; タグと細胞マーカー; 細胞型マーカー; 腫瘍関連
	画像データ
	

	MAGE-1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	MAGE-1抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	MAGE-1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

